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愛知県の概要

地域の状況（2022年1月現在）

・人口 7,489,040人
・高齢化率（65歳以上）

25.4%
・透析患者数 17,537人

(1万人対比 23.4人)

・60歳以上の透析患者数
13,706人 (18.3人)

高齢化率は2030年には
県全体で27.3%へCKD対策事業の背景と行動

・今後も県全体で高齢化が進むことが推測される。
・愛知県の透析患者数は60歳以上が75%を占める。
・新規導入の原疾患として、糖尿病性腎症が41.4％強、腎硬化症が29.1％を占める。

・年間新規透析患者数の減少を目指して、かかりつけ医と腎臓内科専門医との病診連携の構築を
各地区別に進め、さらなる連携推進をはかる。

・糖尿病や高血圧対策と連携したCKD重症化予防の促進
・腎臓病対策の普及啓発を目的とした幅広い専門職を対象とした地区別の地域医療への貢献活動
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